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農業委員会事務局の目標（平成２１年度）自己評価書 

 

農業委員会事務局長 綿貫 清 

 

 

個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

１ 農業委員の資質向上 

 農業者の代表である農業委員としての知識を深め、意識の向上を図るとともに、農地

を守るという重大な任務と役割を充分理解し、農家の世話役となることを目的として、

千葉県農業会議及び印旛農林振興センターの職員を講師として迎え、町農業委員会主催

による研修会を開催します。 

 また、定期的に行われる千葉県農業会議及び千葉県等の主催による研修会に積極的に

参加するとともに、農業委員会主催による視察研修についても、今まで以上に充実した

ものとします。 

 

２ 農地法等による農地の利用の適正化 

 毎月実施する農業委員会総会に、農地法による許認可及び農業経営基盤強化促進法に

基づく各種承認申請に併せて、書類審査及び現地確認をした上で許可または県へ進達を

行います。 

 また、総会時の現地確認と併せて農地パトロールを行うと共に、各担当地区ごとに委

員によるパトロールを随時行い、違反転用等の発見に努めます。 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

１０月２７日 ブロック別農業委員研修会 

１１月 ６日 千葉県農業経営基盤強化促進大会 

 １月２１日 改正農地法について（研修会） 

 ２月 ４日 笠間市クラインガルテン視察 

 

 

 

 

 

農用地利用集積計画承認  ２８件 

農地法第３条許可申請    ７件 

農地法第４条許可申請    １件 

農地法第５条許可申請    ９件 

農地法第４条届出      ３件 

農地法第５条届出      ８件 

農地パトロール      ７４回 

 

達成度：H22.3.31の自己評価 

５ 目標を完全に達成した。  

４ 目標を概ね達成した。 

３ 目標を一部達成した。 

２ 目標をほとんど達成できなかった。 

１ 目標をまったく達成できなかった。 

様式１ 



2 

 

チャレンジ目標 農業委員会の適正な事務実施 

 近時、農業委員会に対しては、審議の形骸化や公平性・公正性に対する指摘が一部に

出ており、また、現在、国が策定中の【農地改革プラン】において、農地法等関係法令

の抜本的な改正が行われようとしている状況の中、農業委員会の存在意義にも係わる問

題となっています。 

 つきましては、農業委員会業務の点検・評価の実施並びに農業委員会事務の透明性、

公平性を確保すること及び地域住民等への農業委員会事務の理解促進を図っていきま

す。 

 ・目標及びその達成に向けた活動計画の策定、目標及びその達成に向けた活動の点検・ 

  評価の実施、農業委員会会議規則及び農業委員会事務局規程の改正 

 

 

３ 

 

 ６月２４日に農地法が抜本的に改正され、１２月１５日

に施行されたことに伴い、その事務等が大幅に変更となっ

たところである。 

 農業委員会としての目標及びその達成に向けた活動計

画の策定については、４月に県を通じ国に報告をしたとこ

ろである。目標及びその達成に向けた活動の点検・評価に

ついては、年度終了後早々に実施する予定である。 

 

 

 


